
 用 語 解 説 

あ インフラ 

（都市基盤） 
道路・公園・上下水道・河川などの公共施設。 

か 

幹線道路 

主要幹線道路：国道や県道など、都市間や地域間を結ぶ道路。 

都市内幹線道路：市街地の骨格となる道路。円滑に通行するため、幅員が広く

歩道が整備されたゆとりのある県道や市道。 

 既成市街地 既に開発され、建物が立地している市街地。 

 狭あい道路 狭くゆとりのない道路。（一般的に道路の幅員が４ｍ以下） 

 交通安全施設 ガードレール、照明灯、信号機など、交通事故を未然に防ぐための施設。 

 克雪住宅 雪下ろしの負担が少ない住宅。（落雪・融雪屋根などを備えた住宅） 

さ 左岸バイパス 

暫定ルート 

信濃川左岸地域を南北に結ぶ幹線道路の通称。（小千谷～分水間） 

当面の間は、既存の道路を活用して、暫定的に整備を進める。 

 市街地 住宅・商店・工場などがまとまって立地しているところ。 

 社会資本 

ストック 

道路・公園・上下水道・公共交通など、これまでに整備されてきた公共的な

資産。 

 食料生産基盤 米・野菜・果物などを生産するある施設整備の整った農地。 
 浸透ます 降った雨水を集めて、地面に浸透させる「ます」。 

 水洗化率 下水道が整備されている区域内で、実際に下水道に接続している戸数の割合。 

 スマートイン

ターチェンジ 

ETC 専用のインターチェンジ（一般的なインターチェンジよりも簡易な構造の

ため、建設コストが少なくてすむ）。 

た 大規模 

集客施設 

映画館、アミューズメント施設、展示場などの集客施設で、建築物の床面積

の合計が１万㎡を超えるもの。（例：ショッピングセンターなど） 

 大規模遊休地 市街地にある１ha以上のまとまった空き地や農地。 

 駐車場管理 

システム 
駐車場の位置、空き情報、料金、営業時間などがわかるシステム。 

 低炭素社会 日常生活や産業活動が行われるなかで、二酸化炭素の排出が少ない社会。 

 
道路の美装化 

周辺の街なみと調和した道路整備を行うこと。 

（例：ブロック舗装、デザイン性の高い照明灯の設置など） 

 

都心地区 

JR 長岡駅周辺の中心市街地から千秋が原・古正寺地区にかけての市街地の通

称。（長岡市総合計画の位置付け）長岡市内の商業・業務・福祉・医療などの

さまざまな施設が集積している地区。 

 土地区画 

整理事業 

不整形な土地を交換又は分合することにより、街区や区画を整理すると同時

に、道路、公園、上下水道などの公共施設を整備する開発手法の一つ。 

な 農業基盤整備 水田、用水、農道などを整備すること。（ほ場整備、かんがい排水事業など） 

は パークアンド

ライド 

自宅から自家用車で最寄りの駅またはバス停まで行き、車を乗り換え、バス

や鉄道等の公共交通機関を利用して目的地に向かうこと。 

 配水管路の 

ブロック化 

地震や事故で断水する区域を最小限に抑えるため、給水区域を小さなブロッ

クに分割して、複数の箇所から給水ができるようにすること。 
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は バスロケーシ

ョンシステム 

バスの走行位置や運行状況が、バス停の表示板、携帯電話やパソコンでわか

るシステム。 

 花いっぱい 

運動 
花づくりを通して、豊かなまちづくり・人づくりにつなげていく運動。 

ま 
道の駅 

全国の国道や県道などに設置された、ドライバーのための休憩施設。 

道路や地域の情報提供、地域の特産物の販売などのサービスを提供。 

 モータリゼー

ション 
自動車が移動する手段の中心となった車社会のこと。 

   

 用 語 定 義 

○近隣型商業集積 

生鮮食料品や日用雑貨品などを提供する、食品スーパーや地域の商店街

など。日常生活の買い物需要を担っている。 

○地域型商業集積 

生鮮食料品や日用雑貨品のほか、衣料品、電化製品、家具なども提供す

る、総合スーパーやホームセンターなど。近隣型商業集積よりも規模が大

きく、広範囲からの買い物需要を担っている。 

商業集積地 

（３類型） 

○広域型商業集積 

  ショッピングセンター、百貨店、専門店など。中越地域全体の広域商圏

を担っている。 

○にぎわい住宅地 

  JR 長岡駅周辺の中心市街地など、身近でまちのにぎわいを享受できる

住宅地。多様なライフスタイルに合わせた住まい方ができる。 

  各地域では、地域の商店街の周辺など、地域活力の創出や住民交流の場

としての役割を担っている住宅地。 

○まちなか住宅地 

  「にぎわい住宅地」周辺や古正寺地区など、まちのにぎわいを支える住

宅地。戸建住宅のほか、共同住宅も多く立地し、多様なライフスタイルが

実現できる。 

○いきいき住宅地 

  地場産業を担う工場と住宅が混在した住宅地。住宅と職場が近く、職住

が近接した住まい方ができる。 

○うるおい住宅地 

  市街地の郊外部など、主に戸建住宅が立地する住宅地。ゆとりとうるお

いのある住まい方ができる。 

そ 

の 
他 

住宅地区分 

（５類型） 

○農村集落 

  市街化調整区域などにおける農村集落。田園に囲まれ豊かな自然環境と

ともに生活ができる。 

 


